     eq \o\ad(\d\fo"早稲田大学教員任用履歴書　　　　"(),早稲田大学教員任用履歴書)（理工）     No.1
※年号はすべて西暦でご記入ください　　　              　　　　    （ 　　　　年　　月　　日現在）
	ﾌﾘｶﾞﾅ
	
	
	性別
	外国人教員の

	英字氏名
	
	
	男
	eq \o\ad(\d\fo"翻訳者署名　"(),翻訳者署名)
	

	
	姓
	名
	・
	
	

	氏　名
	
	　　　　　　　　　　印
	女
	
	

	生年月日
	年 　　   月 　　   日　　　　歳
	℡
	

	現住所
	ﾌﾘｶﾞﾅ
	　 　(　　 )
	

	
	〒

	携帯℡
　 　( 　　)
	　

	

	e-mail
	
	
	
	


	
	 学　歴 ［高等学校入学以降を記入し(入学・編入学)(卒業・修了・退学)等を区分してください］
	

	
	    年   月   日
	
	
	
	入学
	

	
	    年   月   日
	
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　高等学校
	
	eq \o\ad(\d\fo"卒業・修了・退学　"(),卒業・修了・退学)
	

	
	    年   月   日
	
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学科
	
	eq \o\ad(\d\fo"入学・編入学　"(),入学・編入学)
	

	
	    年   月   日
	
	　　　　　　　　　大学　　　　　　　学部　　　　　　　専修
	
	eq \o\ad(\d\fo"卒業・修了・退学　"(),卒業・修了・退学)
	

	
	    年   月   日
	
	
	
	eq \o\ad(\d\fo"入学・編入学　"(),入学・編入学)
	

	
	    年   月   日
	
	
	
	eq \o\ad(\d\fo"卒業・修了・退学　"(),卒業・修了・退学)
	

	
	    年   月   日
	
	
	
	eq \o\ad(\d\fo"入学・編入学　"(),入学・編入学)
	

	
	    年   月   日
	
	
	
	eq \o\ad(\d\fo"卒業・修了・退学　"(),卒業・修了・退学)
	

	
	    年   月   日
	
	修士課程に該当する学歴（新制大学院修士課程・前期課程）
	
	eq \o\ad(\d\fo"入学・編入学　"(),入学・編入学)
	

	
	    年   月   日
	
	　　　　　　　　　大学　　　　　　　研究科　　　　　　　専攻
	
	修了・退学
	

	
	    年   月   日
	
	博士後期課程に該当する学歴（博士課程・後期課程）
	
	eq \o\ad(\d\fo"入学・編入学　"(),入学・編入学)
	

	
	    年   月   日
	
	　　　　　　　　　大学　　　　　　　研究科　　　　　　　専攻
	
	修了･退学(満期･中途)・在学中
	

	
	博　士　学　位
	
	 取得学位名(課程・論文)

	 受領大学
	
	受領年月日
　　　　年　　月　　日


	
	 職　歴 ［職歴異動の場合は入社・退社、および身分・資格等を記入してください］
※2013年4月1日以降に早稲田大学での職歴がある場合は、TA等アルバイトであっても必ずご記入ください。
	

	開始（就職）年月日
      年   月   日～
	
	終了（退職）年月日
～     年   月   日

	      年   月   日～
	
	～     年   月   日

	      年   月   日～
	
	～     年   月   日

	      年   月   日～
	
	～     年   月   日

	      年   月   日～
	
	～     年   月   日

	      年   月   日～
	
	～     年   月   日

	      年   月   日～
	
	～     年   月   日

	現　職　
     年   月   日～
	
	現在に至る


	専攻分野[別紙より選択]
	当ファイルの４ページ目以降からお選びください。


	研究分野[詳しく記入]
	


氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No.　　
	修士論文･博士論文･
著書･論文･学会発表･科研費採択課題等の別
	教　　育　　研　　究　　業　　績
   ［Ⅰ教育活動(1.教育内容･方法の工夫(授業評価等を含む)2.作成した教科書、教材、参考書3.教育方法･教育実践に関する発表、講演等4.その他教育活動上特記すべき事項)、Ⅱ研究活動(1.著書2.修士論文･博士論文･論文3.学会発表4.文部科学省科研費/公的資金による研究課題(研究代表者)5.その他研究活動上特記すべき事項)、Ⅲ学会等および社会における主な活動、の順に記入してください］

	

	


早稲田大学

	修士論文･博士論文･
著書･論文･学会発表･
科研費採択課題等の別
	教　　育　　研　　究　　業　　績
   ［Ⅰ教育活動(1.教育内容･方法の工夫(授業評価等を含む)2.作成した教科書、教材、参考書3.教育方法･教育実践に関する発表、講演等4.その他教育活動上特記すべき事項)、Ⅱ研究活動(1.著書2.修士論文･博士論文･論文3.学会発表4.文部科学省科研費/公的資金による研究課題(研究代表者)5.その他研究活動上特記すべき事項)、Ⅲ学会等および社会における主な活動、の順に記入してください］

	Ⅰ教育活動

	1.卒研指導学生数
	2016年度:6名、2015年度:5名、2014年度:6名、2013年度:5名、2012年度:4名

	2.修論指導学生数
	2016年度:5名、2015年度:4名、2014年度:5名、2013年度:4名、2012年度:3名

	3.博論指導学生数
	2016年度:2名、2015年度:1名、2014年度:1名、2013年度:2名、2012年度:1名

	4.教育内容･方法の工夫
	（内容等をここに）, 2004.3

	5.作成した教科書
	○○○○○, 分担執筆 (pp.80-100)
, 2005.9, ○○出版社

	6.教育方法･教育実践に関する発表
	報告書「○○研究集録」, 2015.3, ○○県教育委員会

	Ⅱ研究活動

	1.著書
	（単著・共著の区別，書名，出版年月，出版社，共著の場合は執筆部分の題名, 担当ページも記載）
(単著) ○○○○○, 2016.6, ○○出版
(共著) ○○○○○ (担当部分：△△△△△, pp.34-56), 2015.9, ○○社

	計○○件（現職位より○○件）

	2.修士論文
	○○○○○, 2001.3, 早稲田大学

	博士論文
	○○○○○, 2004.3, 早稲田大学

	論文 (査読有)
	（直近のものから遡って，題名, 全著者, 雑誌名, 巻号, 年月, ページ等の情報を記載）

○○○○○, 早稲田太郎, 大隈次郎, 小隈花子, 早稲田学会誌, 125巻3号, 2016.6, pp.23-45
△△△△△, Jiro Okuma, Taro Waseda, Hanako Koguma, J.Sci.Waseda, vol.33, No.2, 2015.8, pp.56-60

	計○○件（現職位より○○件）

	論文 (査読無)
	（直近のものから遡って，題名, 全著者, 雑誌名, 巻号, 年月, ページ等の情報を記載）

	計○○件（現職位より○○件）

	3.国際学会発表 (査読有)
	（直近のものから遡って，発表題目, 全発表者, 会議名, 年月, 紀要等の情報を記載）
△△△△△, Taro Waseda, International Meeting of Waseda Engineering, 2015.7, Proceeding of IMWE, No.125, pp.123-128

	計○○件（現職位より○○件）

	国際学会発表 (査読無)
	（直近のものから遡って，発表題目, 全発表者, 会議名, 年月, 紀要等の情報を記載）

	計○○件（現職位より○○件）

	国内学会発表 (査読有)
	（直近のものから遡って，発表題目, 全発表者, 会議名, 年月, 紀要等の情報を記載）
○○○○○, 大隈次郎, 早稲田太郎,早稲田学会年会, 2013.11, 早学報告集 No.51, pp.52-55

	計○○件（現職位より○○件）

	国内学会発表 (査読無)
	（直近のものから遡って，発表題目, 全発表者, 会議名, 年月, 紀要等の情報を記載）

	計○○件（現職位より○○件）

	4.研究助成
	（直近のものから遡って，研究費目, 研究課題, 代表・分担の別, 期間, 助成金額等の情報を記載）
科研費基盤研究Ｂ, ○○○○○, 代表, 2013-2016年度, ○○大学, 500万円
経産省○○研究助成, ○○○○○, 分担, 2011-2012年度, ○○大学, 2,000万円

	計○○件（現職位より○○件）

	Ⅲ学会等および社会における主な活動

	○○学会副会長, 2012-2014年度, ○○学会

○○学会会員, 1999.4-現在, ○○学会


氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      　　No.

	情報学基礎
	日本語学

	ソフトウエア
	英語学

	計算機システム・ネットワーク
	日本語教育

	メディア情報学・データベース
	外国語教育

	知能情報学
	史学一般

	知覚情報処理・知能ロボティクス
	日本史

	感性情報学・ソフトコンピューティング
	東洋史

	情報図書館学・人文社会情報学
	西洋史

	認知科学
	考古学

	統計科学
	人文地理学

	生体生命情報学
	文化人類学・民俗学

	神経科学一般
	基礎法学

	神経解剖学・神経病理学
	公法学

	神経化学・神経薬理学
	国際法学

	神経・筋肉生理学
	社会法学

	実験動物学
	刑事法学

	医用生体工学・生体材料学
	民事法学

	医用システム
	新領域法学

	リハビリテーション科学・福祉工学
	政治学

	身体教育学
	国際関係論

	スポーツ科学
	理論経済学

	応用健康科学
	経済学説・経済思想

	生活科学一般
	経済統計学

	食生活学
	応用経済学

	科学教育
	経済政策

	教育工学
	財政学・金融論

	科学社会学・科学技術史
	経済史

	文化財科学
	経営学

	地理学
	商学

	環境動態解析
	会計学

	環境影響評価・環境政策
	社会学

	放射線・化学物質影響科学
	社会福祉学

	環境技術・環境材料
	社会心理学

	ナノ構造科学
	教育心理学

	ナノ材料・ナノバイオサイエンス
	臨床心理学

	マイクロ・ナノデバイス
	実験心理学

	社会システム工学・安全システム
	教育学

	自然災害科学
	教育社会学

	基礎ゲノム科学
	教科教育学

	応用ゲノム科学
	特別支援教育

	生物分子科学
	代数学

	資源保全学
	幾何学

	地域研究
	数学一般(含確率論・統計数学)

	ジェンダー
	基礎解析学

	哲学・倫理学
	大域解析学

	中国哲学
	天文学

	印度哲学・仏教学
	素粒子・原子核・宇宙線・宇宙物理

	宗教学
	物性Ⅰ

	思想史
	物性Ⅱ

	美学・美術史
	数理物理・物性基礎

	日本文学
	原子・分子・量子エレクトロニクス・プラズマ

	ヨーロッパ語系文学
	生物物理・化学物理

	各国文学・文学論
	固体地球惑星物理学

	言語学
	気象・海洋物理・陸水学

	超高層物理学
	地質学

	層位・古生物学
	航空宇宙工学

	岩石・鉱物・鉱床学
	船舶海洋工学

	地球宇宙化学
	地球・資源システム工学

	プラズマ科学
	リサイクル工学

	物理化学
	核融合学

	有機化学
	原子力学

	無機化学
	エネルギー学

	分析化学
	遺伝・ゲノム動態

	合成化学
	生態・環境

	高分子化学
	植物生理・分子

	機能物質化学
	形態・構造

	環境関連化学
	動物生理・行動

	生体関連化学
	生物多様性・分類

	機能材料・デバイス
	構造生物化学

	有機工業材料
	機能生物化学

	無機工業材料
	生物物理学

	高分子・繊維材料
	分子生物学

	応用物性・結晶工学
	細胞生物学

	薄膜・表面界面物性
	発生生物学

	応用光学・量子光工学
	進化生物学

	応用物理学一般
	人類学

	工学基礎
	生理人類学

	機械材料・材料力学
	育種学

	生産工学・加工学
	作物学・雑草学

	設計工学・機械機能要素・トライポロジー
	園芸学・造園学

	流体工学
	植物病理学

	熱工学
	応用昆虫学

	機械力学・制御
	植物栄養学・土壌学

	知能機械学・機械システム
	応用微生物学

	電力工学・電気機器工学
	応用生物化学

	電子・電気材料工学
	生物生産化学・生物有機化学

	電子デバイス・電子機器
	食品科学

	通信・ネットワーク工学
	林学・森林工学

	システム工学
	林産科学・木質工学

	計測工学
	水産学一般

	制御工学
	水産化学

	土木材料・施工・建設マネジネント
	農業経済学

	構造工学・地震工学・維持管理工学
	農業土木学・農村計画学

	地盤工学
	農業環境工学

	水工水理学
	農業情報工学

	交通工学・国土計画
	畜産学・草地学

	土木環境システム
	応用動物科学

	建築構造・材料
	基礎獣医学・基礎畜産学

	建築環境・設備
	応用獣医学

	都市計画・建築計画
	臨床獣医学

	建築史・意匠
	環境農学

	金属物性
	応用分子細胞生物学

	無機材料・物性
	化学系薬学

	複合材料・物性
	物理系薬学

	構造・機能材料
	生物系薬学

	材料加工・処理
	創薬化学

	金属生産工学
	環境系薬学

	化工物性・移動操作・単位操作
	医療系薬学

	反応工学・プロセスシステム
	解剖学一般(含組織学・発生学)

	触媒・資源化学プロセス
	生理学一般

	生物機能・バイオプロセス
	環境生理学(含体力医学・栄養生理学)

	薬理学一般
	人類遺伝学

	医化学一般
	人体病理学

	病態医化学
	実験病理学

	寄生虫学(含衛生動物学)

	細菌学(含真菌額)

	ウイルス学

	免疫学

	医療社会学

	応用薬理学

	病態検査学

	衛生学

	公衆衛生学・健康科学

	法医学

	内科学一般(含心身医学)

	消化器内科学

	循環器内科学

	呼吸器内科学

	腎臓内科学

	神経内科学

	代謝学

	内分泌学

	血液内科学

	膠原病・アレルギー・感染症内科学

	小児科学

	胎児・新生児医学

	皮膚科学

	精神神経科学

	放射線科学

	外科学一般

	消化器外科学

	胸部外科学

	脳神経外科学

	整形外科学

	麻酔・蘇生学

	泌尿器科学

	産婦人科学

	耳鼻咽喉科学

	眼科学

	小児外科学

	形成外科学

	救急医学

	形態系基礎歯科学

	機能系基礎歯科学

	病態科学系歯学・歯科放射線学

	保存治療系歯学

	補綴理工系歯学

	外科系歯学

	矯正・小児系歯学

	歯周治療系歯学

	社会系歯学

	基礎看護学

	臨床看護学

	地域・老年看護学





写 真 貼 付


4㎝×3㎝





（この注意書きは提出の際に削除願います）


非常勤講師、兼担講師、助教、助手、客員教員、研究員、研究助手、訪問教員はこちらの教育研究業績に記入してください。記載例は次ページの専任教員、任期付教員用のものを参照ください。





（この注意書きは提出の際に削除願います）


専任教員、任期付教員はこちらの教育研究業績に記入してください。


・各欄に記載例を記入していますので削除して上書きしてください。


・記載事項の分量に応じて各欄のスペースや枚数は増やして構いません。


・業績は直近のものから遡って記入してください。


・該当しないものがある場合は「該当なし」と記入してください。


・各業績の後に「計○○件」と合計数を記入してください。昇任人事の場合は現職位から現在までの合計数も記入してください。（昇任でない場合は不要ですので削除して下さい。）


・論文，発表欄の全著者，題名等の項目については，網羅されていれば順番は特に問いません。





履歴書提出時は印刷不要！








